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Gambierdiscus toxicus

シガテラ魚類中毒は、熱帯、亜熱帯地域を中心に 全世界で年間２～６万

人もの患者が発症しています。仏領ポリネシアでの安元の研究によって、原

因毒のシガトキシン類の化学構造と、原因毒を生産する渦鞭毛藻

Gambierdiscus toxicusが決定されました。しかし、沖縄産G. toxicusの毒生産

性や毒の化学構造は未解明です。 毒の化学構造は機器分析（ＬＣ／ＭＳ）

や抗体キットの適用性の判断に必須の情報です。

本研究は、 沖縄産G. toxicusの毒生産能や毒の

化学構造についての情報を得ることを目的としてい

ます。また、将来的には、研究成果に基づいて簡便

な毒検出キットの製作も視野に入れています。

沖縄で発生する魚中毒「シガテラ」に関連する微細藻の研究

研究者名（所属機関） 吉野 敦、東門真紀、宮城文香、當間志乃、安元 健
（沖縄県地域結集型共同研究事業 コア研究室）

亜熱帯生物資源の高度利用技術の開発

◆沖縄で発生しているシガテラ魚類中毒の原因物質の解明に向けて

１. 本研究の目的

３. 今後の展開

近年の海水温上昇により亜熱帯地域で成育する生物の北端域が拡大しており、今後、日本本土においてもシガテラが発生する事が予想されます。

また、世界各地でも新しい構造のシガテラ化合物が発見されており、生育海域の環境によって毒性や化学構造の違いが指摘されています。本件でも

発症事例のあるシガテラ中毒を核として沖縄県を海洋性中毒予防研究の拠点として発展させることで、簡易検出キットの製作や標準毒作製を商業化

し、マリンバイオサイエンス産業の発展に寄与するものと考えています。

ＪＳＴ沖縄県地域結集型共同研究事業

２. 研究内容と成果
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CTX4A

CTX3C

P-CTX1

C-CTX1

TahitiPacific Ocean

Caribbean Sea

I-CTX1Indian Ocean

地域によって構造が異なるシガテラ毒

O-CTX ?Okinawa
南西諸島産シガテラ毒は構造が異なるのではないか？

(Mwt. 1061)

(Mwt. 1023)

(Mwt. 1111)

(Mwt. 1141)

渦鞭毛藻 G. toxicus の培養条件

•培 地 : ES-I 栄養塩

•培養温度 : 25±1℃

•照 明 ：白色蛍光灯（14 時間 明期 / 10 時間 暗期）

•照 度 : 1,600~2,000  lm/m2

•培養期間 ： 22 日間

G. toxicusの増殖曲線

培養G. toxicus (300L)

メタノール抽出物

水層エーテル層

n-ヘキサン90% メタノール

メタノール (1.5 L×3)
超音波破砕 (45℃, 15 min)

1.2 g

3.0 g

4.5 g

1.8 g

(1 L×3)

(1 L×3)

1-ブタノール 水層

藻体 培地成分

SepPak ODS

1-ブタノール 水層

シリカゲルカラム精製

HW-40F カラム精製

有毒画分 Fr. 1~2
2.3 mg

HPLC ODS カラム精製

有毒画分: CHCl3 : MeOH (9 : 1)
98mg

• 沖縄県内各地で採集・培養したG. toxicus、30株中25株が有毒株だった。

• 沖縄産 G. toxicus 抽出物からは既知CTX化合物は検出されなかった。

• しかしながらマウス毒性があり、神経芽腫細胞毒性試験では陽性だった。

• 有毒分画物は、CTX4Aよりも、高極性である。

以上の結果から沖縄産が生産する有毒化合物は新規シガテラ関連化合物と

考え、毒性の有無及び化学構造の検討が行なわれた。

有毒画分 Fr. 1, 3, 6

培養藻体からの抽出・精製スキーム

渦鞭毛藻G. toxicusは、沖縄県内（石垣島、宮古島、阿嘉島、沖縄本島）４カ

所でサンプリングしました。その抽出物から毒性の有無や化学構造をNaチャ

ンネル特異的細胞毒性試験や機器分析（LC/MS等）により有毒生産物の検出、

構造検討を行いました。

Manual on H ar mful M arine Microalgae, UN ESC O pub., 2003

シガテラ毒の発生している地域

シ ガ テ ラ 毒 魚

草食魚 肉食魚

Gambierdiscus toxicus




